
県北地域
福島県県北建設事務所

主な取組内容 ＜震災復興の取組＞

整備前

● 国道１１４号 山木屋工区（川俣町）の整備

整備後

福島県土木・建築総合計画（地域別計画）の取組

１現道の幅員狭小・線形不良の状況 幅員狭小・線形不良区間の解消

２バイパス整備による交通混雑の緩和

現道の幅員狭小状況 幅員狭小区間の解消、
歩道の整備

・朝晩の通勤時間が
劇的に短縮されま
した。
・便利になって大変
助かってます。
（地域住民）

現道の歩行空間状況

現道の交通混雑の状況

・ 避難地域の復興・再生を支える「ふくしま復興再生道路」の整備

福島市

二本松市

川俣町

国見町
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取組箇所

凡例

大玉村

伊達市

桑折町

４

本宮市

● 国道３４９号 梁川バイパス（伊達市）の整備

整備前 整備後

● 本宮三春線 高木工区（本宮市）の整備

３

主な取組内容 ＜地域の振興に資する道路の整備＞
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９

整備前 整備後

整備前



整備前

主な取組内容 ＜水災害対策に資する河川の整備＞

４

● 濁川（福島市）の整備
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R1 R2 R3 R4 R5 R6

最大時間雨量20mm/h未満の降雨時の指定水位超過回数（回）

（年度）

決壊した箇所の整備
が終わり、堤防も高
くなったから安心し
て生活できるよ。
（地域住民）

東門橋

濁川

令和元年東日本台風による被災状況

濁川堤防が延長１５ｍにわたり決壊し、
周辺の住宅への浸水被害が発生

濁川の整備状況

大森川
大森川

大森川の河道掘削状況

安達太田川

大森川の土砂の堆積状況
河道掘削前 河道掘削後

※指定水位：水防団待機水位

水位上昇頻度が
大きく減少

安達太田川

５

● 安達太田川（二本松市）の整備 大雨が降っていると
きも安心して寝るこ
とができるようにな
りました。
（地域の声）

安達太田川の整備状況

整備中

整備前

６

● 大森川（福島市）の河道掘削

整備後 最大時間雨量20mm/h未満の降雨時の指定水位超過回数

主な取組内容 ＜地域づくり、カーボンニュートラルの取組＞

７現道の幅員狭小状況 幅員狭小区間の解消、無電柱化

● 都市計画道路 中央線外1線(伊達市)の整備によるにぎわい創出

● CO2排出削減の取組

整備前 整備後にぎわいの創出

９

あづま総合体育館の照明のLED化

あづま総合運動公園
・ ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とは、
室内環境の質を維持しつつ、大幅な省エネ
ルギー化と再生可能エネルギーの導入に
より、年間の一次エネルギー消費量の収支
をゼロにすることを目指す建築物です。

・ ZEB Ready とは、『ZEB』を見据えた先進
建築物として、外皮の高断熱化及び高効率
な省エネルギー設備を備えた建築物のこと
です。

あだち支援学校(二本松校舎)

県有建築物のZEB化（ZEB Ready）

まちが活性化する新たな
シンボルロードができて
よかったわ。
（地域の声）

８

整備後



・ 令和７年２月豪雪時、本宮土湯温泉線（国道115号～野地温泉間）で発生した
雪崩への対応や会津若松建設事務所管内への除排雪業務の支援にあたって、
県北建設事務所職員と管内建設業者が一丸となって対応しました。

主な取組内容 ＜令和７年２月豪雪時の除雪に関する取組＞

主な取組内容 ＜災害復旧＞

● 国道３９９号 伊達橋(伊達市)の災害復旧

福島県沖地震（令和4年3月16日発生）により被災した国道３９９号伊達橋について、
国が権限代行により災害復旧工事を行っています。

※福島河川国道事務所ホームページ資料に説明を追記

・ R4.3月福島県沖地震による被災状況

伸縮装置の損傷（１） 伸縮装置の損傷（２） 支承の損傷

・ 災害復旧工事の進捗状況（R7.10/27現在）

雪崩発生現場の除雪状況

迂回路の除雪状況１

迂回路の除雪状況２
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「伊達橋 災害復旧」の詳細はこちらから

「雪と闘った建設業」
特設ページは
こちらから


